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研究成果の概要（和文）：本研究では、自然界に存在する生物と区別できないためカルタヘナ法の対象とならな
い可能性が指摘されているゲノム編集生物に対して，遺伝子組換え生物（GMOs）に反対してきた日本の消費者団
体がどのように対応するかを調査している．また，以前は非科学的であると批判された「自然さ」の概念が，ゲ
ノム編集生物を規制から除外する科学的理由として専門家に用いられている．消費者団体への質的調査と質問紙
調査，および環境省審議会やパブリックコメントの内容分析により，「自然さ」が専門家と消費者の間の争点と
して出現していることが確認された．

研究成果の概要（英文）：This study describes consumer opposition toward genetically modified 
organisms (GMOs) in Japan in response to gene editing technology that may not be subjected to the 
Cartagena Act regulating GMOs, since edited organisms cannot be distinguished from naturally 
occurring ones. The notion of naturalness, criticized as unscientific in the past, has become a 
scientific reason to exempt gene editing from regulations. Qualitative research of three consumer 
organizations and text analysis of public comments to the Ministry of the Environment confirmed the 
emergence of naturalness in the discursive space between experts and consumers. 
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研究成果の学術的意義や社会的意義
ゲノム編集は人為的な遺伝子操作を行っていながら，自然に起こる変異と区別できないため遺伝子組換えではな
いという専門家の論理は，消費者に理解されない可能性がある．消費者の理解を得るためには，何が自然かにつ
いての意見の相違や多様性を理解することが不可欠だが，そのような理解は人新世における社会のあり方を議論
する基礎を提供できる可能性がある．

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
1990 年代末に現われた遺伝子組換え農産物（GMOs）は，消費者からは拒否されたが，加工食
品原料や飼料としては普及するという矛盾した状況を生じさせた．2012 年に開発された CRISPR-
Cas9 をはじめとするゲノム編集ツールは，狙った遺伝子の改変を容易にすることで，効率的で
安価な遺伝子改変生物の作出を可能にした．なかでも，SDN-1 と呼ばれる作出法を用いると，自
然に起こる突然変異と区別できないことから，安全性審査や表示の規制を免れることになり，よ
り低コストで多様な食品の開発が進むと予想される． 
しかし，ゲノム編集は人為的な遺伝子操作を行っていながら，その痕跡が消え，自然に起こる
変異と区別できないため，遺伝子組換えではないという専門家の論理は，消費者に理解されない
可能性がある． 
 
 
２．研究の目的 
20 年前の GMOs をめぐる議論で消費者や市場に大きな影響を与えた消費者団体が，ゲノム編集
を用いた農作物や食品にどのように対応するのか調査する．分子育種やその規制政策を担当す
る専門家については，ゲノム編集の位置づけと規制に関する審議会，内外で発表された文献の内
容分析を行い，ゲノム編集を遺伝子組換えから除外する論理を抽出する．以上の分析から，消費
者団体と専門家との間の争点がどこにあるのかを見極める．ここで，単なる論理上の争点の違い
ではなく，その背景にあるそれぞれの社会集団が歴史的に維持してきた「自然」との関係性に焦
点をあてることで，両者のコミュニケーションの可能性を探ることを目的とする． 
 
 
３．研究の方法 
消費者団体の調査では，日本国内で有力かつ特徴のある団体を 3団体選び，参与観察，インタ
ビュー，質問紙調査等の手法によって調査した．また，下記の審議会への意見書やパブリックコ
メントも参照した． 
専門家の意見については，環境省のカルタヘナ法におけるゲノム編集技術等検討会，厚生労働
省の薬事・食品衛生審議会食品衛生分科会新開発食品調査部会等の議事録，ゲノム編集食品意見
交換会での説明と質疑応答，および学術雑誌論文を素材に質的分析ソフトウェアを用いた内容
分析を行った． 
これらの調査と分析では，アクターネットワーク理論の観点から，ゲノム編集を開発・利用す
るネットワークにはどのような人とモノが動員されているか．そのネットワークと消費者団体
との関連性や相互作用はどのようなものであったか，最終的にどのような主体とモノのネット
ワークがどのような政策に反映されたかを明らかにする． 
 
 
４．研究成果 
上記の調査と分析から，ゲノム編集をめぐる消費者団体と専門家の争点として，遺伝子操作プ
ロセスやその結果としてのプロダクツの「自然さ」が重要になってきていることが分かった．20
年前は，「自然さ」のような曖昧で文化的な概念は，非科学的であるとして退けられてきた．そ
れが，GMOs に対する消費者の拒否感から，慣行農作物との遺伝的距離を考慮したシスジェニッ
ク等を科学者が提示し，それがゲノム編集技術では「自然さ」として主張されるようになった．
専門家の審議会や意見交換会の議事録の内容分析からは，慣行農業における近代育種との比較
において，SDN-1 によるゲノム編集生物の「自然さ」がカルタヘナ法の GMOs とはならないこと
の根拠とされていることが分かった． 
他方，消費者団体への質問紙調査からは，消費者が考える「自然さ」は専門家の「自然さ」と
は異なっていることが示唆された．育種技術の「安全性」「自然さ」認知に対する順位付け質問
に関する主成分分析からは，ゲノム編集は交配育種の対極にあるが，GMOs とは異なっているこ
と，ゲノム編集の「安全性」「自然さ」の認知は購買行動とは相対的に独立しており，ゲノム編
集の購買行動は GMOs の購買行動の影響を強く受けることも分かった（次頁のグラフ参照）．  
 



 
 
育種技術 
交配（交配） 
薬品や放射線による突然変異（変
異） 
遺伝子組換え（GMO） 
ゲノム編集（ゲノム） 
エピゲノム編集（エピゲノム） 
順位スコア 
「自然さ」（自然） 
「安全性」（安全） 
避ける/避けない 
現在，遺伝子組換え食品を（GMO 避
ける） 
将来，表示されたゲノム編集食品を
（ゲノム避ける） 
 
 

図：消費者団体講演会参加者への質問紙調査： 
育種技術の「自然さ」と「安全性」の順位スコアの主成分分析 

 
すなわち，専門家は交雑や変異誘発など近代育種された農作物が農業環境で受ける変化を「自
然」であると捉えているのに対して，消費者は自然生態系や伝統的な農業で緩やかに起こる変化
を「自然」と感じていた．前者は，育種学の専門家が作出してきた改良品種との関係，後者は，
消費者団体が提携している有機農業者が用いている地域の在来種・固定種との関係が，それぞれ
反映されている可能性が考えられた． 
ただし，ゲノム編集生物が「自然」に近いという専門家の理解は，遺伝子組換え食品の時代と
比べて「自然さ」を重視するという点で，消費者の価値観に歩み寄っている．この状況は，どこ
まで生物の遺伝子の編集が許容されるかについて，本質的な議論を深める機会となり得ると考
えられた． 
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